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『
子
や
す
物
語
』
考

─
諸
本
と
典
拠
─

恋
田
　
知
子
　

豊
か
な
想
像
力
と
神
仏
へ
の
信
仰
に
支
え
ら
れ
た
中
世
の
物
語
は
、
巷
間
に
語
ら
れ
た
一
方
で
、
絵
巻
や
絵
本
と
し
て
も
盛
ん
に
読
み
継
が
れ

た
。
芸
能
や
説
法
と
の
重
な
り
か
ら
口
頭
に
よ
る
伝
承
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
多
種
多
様
な
文
献
に
拠
り
な
が
ら
書
物
に

仕
立
て
ら
れ
た
こ
と
も
ま
た
疑
い
な
い
。
ど
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
に
如
何
な
る
文
献
を
用
い
て
物
語
草
子
と
な
っ
た
の
か
を
探
る
こ
と
は
、
物

語
を
生
み
出
し
、
あ
る
い
は
享
受
し
た
場
を
考
え
る
上
で
も
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
制
作
の
諸
相
が
窺
え
る
作
品
に
『
子
や
す
物
語
』
が
あ

る
。
二
面
八
足
の
男
女
児
が
苦
難
の
末
に
子
安
の
地
蔵
と
な
る
ま
で
を
描
き
、
子
安
の
塔
で
知
ら
れ
る
清
水
寺
末
寺
の
泰
産
寺
、
お
よ
び
丹
波
国

老
の
坂
の
子
易
地
蔵
の
縁
起
伝
承
を
説
く
。
現
代
の
我
々
に
は
馴
染
み
の
な
い
物
語
で
あ
る
が
、
江
戸
前
期
に
は
複
数
の
絵
入
り
本
が
制
作
さ

れ
、
後
に
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
で
人
気
を
博
す
「
清
玄
桜
姫
物
」
の
淵
源
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
は
相
応
に
親
し
ま
れ
た
よ
う

で
あ
る
。

双
体
男
女
児
の
受
難
と
地
蔵
の
縁
起
伝
承
と
い
う
基
本
構
造
は
同
じ
く
し
つ
つ
も
、
時
代
設
定
や
人
名
、
物
語
展
開
な
ど
の
異
な
る
Ａ
・
Ｂ
二

系
統
の
伝
本
が
知
ら
れ
、
濱
中
修
氏（
１
）や

小
松
和
彦
氏（
２
）に

よ
る
作
品
研
究
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
専
ら
異
形
な
る
子
ど
も
に
注
目
が

集
ま
り
、
鬼
子
や
福
子
の
伝
承
、
道
祖
神
や
地
蔵
信
仰
と
い
っ
た
側
面
か
ら
考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
（
３
）。

一
方
、
近
世
文
学
の
研
究
で
は
、
と
く
に

Ｂ
系
統
の
諸
要
素
や
文
辞
に
古
浄
瑠
璃
『
一
心
二
河
白
道
』
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
近
松
門
左
衛
門
『
一
心
二
河
白
道
』
や
山
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東
京
伝
『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』
な
ど
、
後
世
多
様
な
展
開
を
遂
げ
る
「
清
玄
桜
姫
物
」
へ
の
影
響
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
４
）。

さ
ら
に
近
時
、
齋
藤
真

麻
理
氏
に
よ
っ
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
子
易
の
本
地
』
上
巻
原
表
紙
裏
に
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
版
本
の
紙
片
が
補
強
に
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
同
時
期
に
複
数
の
豪
華
絵
巻
に
仕
立
て
ら
れ
た
『
大
黒
舞
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
お
り
（
５
）、

江
戸
前
期
に
お

け
る
絵
巻
制
作
の
具
体
相
を
示
す
点
で
も
見
過
ご
せ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
現
存
諸
本
を
整
理
し
そ
の
特
色
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
と
く
に
Ａ
系
統
の
本
文
分
析
に
よ
り
従
来
指
摘

さ
れ
て
き
た
典
拠
を
再
検
討
し
、
物
語
の
成
り
立
ち
と
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
、
現
存
諸
本
の
整
理
と
諸
問
題

本
作
品
に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
江
戸
前
期
を
遡
る
古
写
本
は
見
出
せ
な
い
も
の
の
、
計
八
本
の
伝
本
が
確
認
で
き
、
内
容
か
ら
Ａ
・
Ｂ
二
系
統

に
大
別
さ
れ
る
。
各
系
統
で
「
子
安
」
と
「
子
易
」
に
区
別
さ
れ
る
傾
向
が
窺
え
、
本
稿
で
は
両
系
統
を
総
称
し
て
「
子
や
す
物
語
」
の
表
記
を

用
い
る
こ
と
と
す
る
。
以
下
、
諸
本
の
書
誌
と
と
も
に
収
録
刊
行
書
な
ど
の
情
報
を
付
す
。

Ａ
系
統　
清
水
寺
末
寺
の
泰
産
寺
の
縁
起
伝
承

①
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
『
子
安
物
語
』〔
寛
文
・
延
宝
頃
〕
写
、
絵
巻
二
軸
。
表
紙
改
装
。
外
題
「
子
安
物
語　

上
（
下
）」（
金
泥
下
絵

入
り
の
原
題
簽
に
墨
書
）。
上
巻
、
天
地
三
二
・
三
糎
×
全
長
三
六
八
二
・
〇
糎
。
下
巻
、
天
地
三
二
・
三
糎
×
全
長
一
七
一
五
・
三
糎
。
鳥

の
子
紙
金
泥
下
絵
。
字
高
二
六
・
三
糎
。〔
朝
倉
重
賢
〕
筆
。
絵
草
紙
屋
小
泉
印
跡
（
消
去
の
痕
跡
あ
り
、
全
図
に
雛
屋
立
圃
の
「
松
翁
」
朱

印
を
捺
す
）。
挿
絵
上
巻
九
図
、
下
巻
六
図
、
計
一
五
図
。
木
箱
蓋
表
に
「
雛
屋
立
圃
筆
詞
共
／
子
安
物
語
絵
巻
物
」
と
墨
書
。

＊H
arvard A

rt M
useum

 digital collection

に
て
各
巻
一
図
公
開
。

https://harvardartm
useum

s.org/collections/object/192084

②
リ
ン
デ
ン
博
物
館
蔵
『
子
安
物
語
』〔
寛
文
・
延
宝
頃
〕
写
、
絵
巻
二
軸
。
薄
茶
地
草
花
文
様
金
襴
表
紙
原
装
。
見
返
し
は
金
紙
に
雷
文
繫
ぎ

地
丸
花
文
型
押
。
外
題
「
子
安
物
語　

上
（
下
）」（
金
泥
下
絵
入
り
の
原
題
簽
に
墨
書
）。
鳥
の
子
紙
金
泥
下
絵
。
挿
絵
上
巻
九
図
、
下
巻
七
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図
、
計
一
六
図
。

＊
『
い
ま
は
昔
む
か
し
は
今
５
人
生
の
階
段
』（
福
音
館
書
店
、
一
九
九
九
年
）
に
絵
の
み
全
図
掲
載
。

③
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
『
子
や
す
物
語
』〔
元
禄
頃
〕
写
、
絵
本
三
帖
。
胡
蝶
装
。
紺
紙
金
泥
表
紙
原

装
。
外
題
「
子
や
す
物
語　

上
（
中
下
）」（
金
泥
下
絵
入
り
の
原
題
簽
に
墨
書
、
上
冊
は
摩
滅
で
判
読
不
能
）。
縦
二
三
・
六
糎
×
横
一
七
・

五
糎
。
見
返
し
、
本
文
共
紙
。
鳥
の
子
紙
金
泥
下
絵
。
上
冊
一
七
・
五
丁
、
中
冊
一
九
・
五
丁
、
下
冊
一
九
・
五
丁
。
一
〇
行
。
字
高
一
八
・

二
糎
。
挿
絵
、
上
冊
六
図
、
中
冊
六
図
、
下
冊
六
図
、
計
一
八
図
（
現
在
は
上
冊
と
中
冊
の
絵
を
互
い
に
貼
り
誤
る
）。
各
冊
末
の
白
紙
表
右

下
に
「
佐
藤
氏
」
と
墨
書
。
赤
木
文
庫
旧
蔵
。

＊
『
室
町
時
代
物
語
集
』
第
四
（
井
上
書
房
、
一
九
六
二
年
）
所
収
。

＊N
Y

PL D
IG

ITA
L C

O
LLEC

TIO
N

S

に
て
一
部
画
像
公
開
。https://digitalcollections.nypl.org/item

s/82a43248-a68f-47b1-e040-

e00a180633c1

④
赤
木
文
庫
旧
蔵
『
子
や
す
』〔
江
戸
中
期
〕
写
、
大
一
冊
。
現
蔵
者
不
明
。
外
題
「
子
や
す
／
一
寸
ほ
う
し
」。
内
題
「
子
や
す
」。
縦
二
五
・

四
糎
×
横
一
七
・
九
糎
。
二
三
丁
。
一
二
行
。
挿
絵
な
し
。「
文
鳳
堂
雑
纂
」
八
十
三
。『
一
寸
法
師
』
と
合
綴
。

＊
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
五
（
角
川
書
店
、
一
九
七
七
年
）
所
収
。
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
参
照
。

Ｂ
系
統　
丹
波
国
老
の
坂
の
子
易
地
蔵
の
縁
起
伝
承

⑤
赤
木
文
庫
旧
蔵
『
子
易
物
語
』
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
林
長
右
衛
門
（
京
）
刊
、
半
紙
本
二
冊
。
表
紙
改
装
。
外
題
な
し
。
上
冊
内
題
「
大

江
坂
子
易
物
語　

上
」、
下
冊
内
題
「
清
水
子
易
物
語　

下
」。
縦
二
二
・
五
糎
×
横
一
六
・
八
糎
。
匡
郭
単
辺
（
縦
一
九
・
六
糎
×
横
一
四
・

二
糎
）。
上
冊
一
三
丁
、
下
冊
一
一
・
五
丁
。
一
二
行
。
挿
絵
上
下
各
見
開
き
一
図
、
片
面
三
図
、
計
八
図
。

＊
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
五
（
角
川
書
店
、
一
九
七
七
年
）
所
収
。
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
参
照
。

⑥
白
百
合
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『〔
大
江
山
子
易
物
語
絵
巻
〕』〔
寛
文
・
延
宝
頃
〕
写
、
絵
巻
二
軸
。
表
紙
改
装
。
外
題
・
内
題
な
し
。
上
巻
、

天
地
三
一
・
六
糎
×
全
長
一
〇
二
一
・
七
糎
、
下
巻
、
天
地
三
一
・
六
糎
×
全
長
一
〇
一
五
・
八
糎
。
鳥
の
子
紙
金
泥
下
絵
。
字
高
二
六
・
六
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糎
。
挿
絵
上
巻
六
図
、
下
巻
七
図
、
計
一
三
図
。
上
巻
末
に
「
土
佐
光
起
」
の
壺
型
朱
印
。
木
箱
蓋
表
に
「
土
佐
光
起
絵
巻
」
と
墨
書
さ
れ
た

題
簽
を
付
す
。

＊
白
百
合
女
子
大
学
図
書
館
貴
重
書
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
全
冊
公
開
。

https://w
w

w.shirayuri.ac.jp/lib/about/collection/em
aki/ooeyam

a01-1.htm
l

＊
室
城
秀
之
ほ
か
「
白
百
合
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
大
江
山
子
易
物
語
』」（『
白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
三
四
、
一
九
九
八
年
）

⑦
国
文
学
研
究
資
料
館
（
碧
洋
臼
田
甚
五
郎
文
庫
）
蔵
『
子
易
の
本
地
』〔
寛
文
・
延
宝
頃
〕
写
、
絵
巻
二
軸
。
緑
地
丸
竜
文
様
金
襴
表
紙
原
装

（
上
巻
原
表
紙
補
強
に
『
な
ぐ
さ
み
草
』
版
本
紙
片
）。
見
返
し
、
金
布
目
地
。
外
題
「
子
易
の
本
地　

上
（
下
）」（
金
泥
下
絵
入
り
の
原
題
簽

に
墨
書
）。
上
巻
・
天
地
三
三
・
三
×
全
長
一
一
九
一
・
五
糎
、
下
巻
・
天
地
三
三
・
三
×
全
長
一
二
二
四
・
六
糎
。
鳥
の
子
紙
金
泥
下
絵
。

字
高
二
六
・
〇
糎
。〔
朝
倉
重
賢
〕
筆
。
挿
絵
上
巻
六
図
、
下
巻
七
図
、
計
一
三
図
。
下
巻
後
半
に
一
部
錯
簡
あ
り
。
桐
箱
蓋
表
に
本
文
同
筆

で
「
子
易
の
本
地
」
と
付
す
。
上
下
巻
末
左
下
に
「
月
明
荘
」
朱
印
。
反
町
茂
雄
旧
蔵
。

＊
国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
全
冊
公
開
。

http://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/200032458

⑧
石
川
透
氏
蔵
『〔
子
易
物
語
〕』〔
寛
文
・
延
宝
頃
〕
写
、
絵
巻
一
軸
（
存
下
巻
）。
紺
地
紅
葉
鹿
文
様
金
襴
表
紙
原
装
。
題
簽
を
付
す
が
書
名
部

分
の
料
紙
が
剝
が
れ
て
お
り
不
明
。
見
返
し
、
金
布
目
地
。
天
地
三
三
・
一
×
全
長
一
二
五
八
・
九
糎
。
字
高
二
六
・
〇
糎
。
鳥
の
子
紙
金
泥

下
絵
。〔
浅
井
了
意
〕
筆
。
挿
絵
、
七
図
。

夙
に
③
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
本
、
④
赤
木
旧
蔵
写
本
、
⑤
赤
木
旧
蔵
版
本
が
知
ら
れ
て
い
た
た
め
、
先
行
研
究
で
は
両
系
統
の
う
ち

③
、
⑤
を
も
と
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
近
年
各
機
関
で
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
公
開
が
進
み
、
両
系
統
各
々
四
点
、
計
八
点
の
伝
本
が
確
認
さ
れ
、
い

ず
れ
の
系
統
で
も
寛
文
・
延
宝
頃
に
数
多
く
制
作
さ
れ
た
美
麗
な
大
型
絵
巻
を
含
む
こ
と
が
わ
か
る
。
Ａ
系
統
の
う
ち
、
①
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美

術
館
蔵
お
よ
び
②
リ
ン
デ
ン
博
物
館
蔵
の
絵
巻
で
は
、
従
来
知
ら
れ
た
③
④
と
は
異
な
り
、
本
文
や
絵
画
化
さ
れ
る
場
面
に
多
く
の
共
通
点
が
見

出
さ
れ
る
。
加
え
て
後
述
の
よ
う
に
、
③
④
に
は
見
え
な
い
が
、
①
②
に
共
通
す
る
独
自
記
述
も
あ
り
、
両
書
は
近
し
い
関
係
に
あ
る
。
な
お
石
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川
透
氏
に
よ
れ
ば
、
①
の
詞
書
は
朝
倉
重
賢
の
筆
跡
と
推
測
さ
れ
、
絵
に
は
雛
屋
立
圃
の
印
が
捺
さ
れ
る
が
立
圃
筆
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
絵
草
紙

屋
小
泉
印
の
消
さ
れ
た
跡
が
窺
え
る
こ
と
か
ら
、
後
世
偽
印
に
よ
っ
て
立
圃
画
と
仕
立
て
ら
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
（
６
）。

一
方
、
Ｂ
系
統
で
は
従
来
⑤
の
版
本
の
み
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
⑥
白
百
合
蔵
絵
巻
が
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
⑦
国
文
研
蔵
絵
巻
、
⑧
石
川
透
氏

蔵
絵
巻
が
加
わ
り
、
Ａ
系
統
だ
け
で
な
く
Ｂ
系
統
で
も
豪
華
絵
巻
が
複
数
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
版
本
に
つ
い
て
は
現
在
⑤

が
知
ら
れ
る
の
み
だ
が
、
元
禄
九
年
の
書
籍
目
録（
７
）に

よ
れ
ば
、
か
の
正
本
屋
山
本
九
兵
衛
が
求
版
し
た
こ
と
が
窺
え
、
当
時
は
版
本
も
相
応
に
流

布
し
て
い
た
ら
し
い
。

Ｂ
系
統
諸
本
間
の
異
同
は
、
前
述
の
Ａ
系
統
諸
本
間
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
些
細
な
字
句
や
用
字
の
相
違
に
留
ま
る
も
の
で
、
本
文
は
固
定
し

て
い
る
と
見
て
よ
い
。
版
本
で
文
意
不
明
な
と
こ
ろ
を
修
正
し
た
と
思
し
き
箇
所
も
あ
り
、
同
時
期
の
他
の
絵
巻
や
奈
良
絵
本
の
多
く
と
同
様
、

版
本
を
も
と
に
仕
立
て
ら
れ
た
絵
巻
と
推
察
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
絵
は
版
本
を
概
ね
踏
襲
す
る
一
方
で
絵
巻
独
自
の
場
面
も
あ
り
注
意
さ
れ
る
。

こ
の
点
を
含
め
た
Ｂ
系
統
の
詳
細
は
別
稿
に
て
検
討
す
る
。
な
お
、
⑦
の
詞
書
は
①
同
様
、
朝
倉
重
賢
筆
と
推
測
さ
れ
、
絵
に
つ
い
て
は
齋
藤
氏

に
よ
っ
て
同
じ
く
重
賢
筆
の
詞
書
を
持
つ
国
文
研
蔵
『
大
黒
舞
』
絵
巻
の
面
貌
表
現
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
（
８
）、

重
賢
周
辺
の
同
工
房
で
の
制
作
と

想
定
さ
れ
る
。
加
え
て
⑧
は
、
石
川
氏
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
仮
名
草
子
作
者
で
寛
文
・
延
宝
頃
の
絵
巻
書
写
も
手
掛
け
た
浅
井
了
意
の
筆
と
判
断

さ
れ
（
９
）、

下
巻
の
み
な
が
ら
重
要
で
あ
る
。

以
上
、
両
系
統
の
各
絵
巻
は
い
ず
れ
も
寛
文
・
延
宝
頃
に
典
型
的
な
豪
華
絵
巻
で
あ
り
、
各
々
に
朝
倉
重
賢
筆
と
推
さ
れ
る
伝
本
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
異
な
る
系
統
の
絵
巻
が
重
賢
周
辺
で
集
中
的
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
本
作
品
が
絵
巻
と
し
て
求

め
ら
れ
た
の
か
。
両
系
統
の
骨
子
は
双
体
男
女
児
の
受
難
と
衆
生
済
度
の
神
仏
へ
の
転
生
と
い
う
本
地
物
的
展
開
で
共
通
す
る
が
、
先
行
研
究
の

指
摘
す
る
異
形
の
子
ど
も
へ
の
関
心
や
背
景
の
信
仰
だ
け
で
な
く
、
両
系
統
の
物
語
の
成
り
立
ち
や
受
容
の
要
因
を
探
る
こ
と
で
、
絵
巻
化
の
意

図
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
ま
ず
は
両
系
統
の
構
成
を
比
較
し
、
各
々
の
特
徴
を
検
討
し
て
ゆ
く
。
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二
、
両
系
統
の
構
成
と
諸
本
間
の
異
同

い
ず
れ
も
重
賢
筆
と
推
測
さ
れ
る
絵
巻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
系
統
で
は
①
を
、
Ｂ
系
統
で
は
⑦
を
例
に
各
々
の
内
容
を
比
較
し
、
以
下
に
対

照
さ
せ
た
。
両
系
統
に
共
通
す
る
部
分
に
は
傍
線
を
、
と
く
に
顕
著
な
相
違
点
に
は
点
線
を
付
し
た
。

対
照
表
Ⅰ

Ａ
系
統
（
①
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
絵
巻
）

Ｂ
系
統
（
⑦
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
絵
巻
）

1

伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
国
土
創
生
神
話
と
鶺
鴒
伝
承
を
記
し
、
世
の
中
の
不

思
議
の
例
と
し
て
清
水
の
子
安
の
地
蔵
の
物
語
を
書
き
付
け
る
と
す
る
。

﹇
１
図
﹈

女
性
の
大
事
で
あ
る
出
産
の
苦
し
み
や
催
生
の
湯
薬
の
効
能
を
示
し
、
難

産
の
苦
を
救
い
子
易
平
産
の
大
願
を
起
こ
し
て
日
本
に
垂
迹
し
た
地
蔵
菩

薩
の
由
来
を
尋
ね
る
と
す
る
。

2

二
条
天
皇
の
時
代
長
寛
二
年
永
万
元
年
の
頃
蓮
華
王
院
の
西
に
前
大
納
言

藤
原
道
宗
の
娘
で
七
十
歳
余
り
の
尼
が
暮
ら
し
て
い
た
。

天
武
天
皇
の
時
代
、
丹
波
国
大
江
坂
の
佐
伯
長
者
は
裕
福
で
は
あ
っ
た
が
、

子
宝
に
恵
ま
れ
ず
に
い
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
１
図
﹈

3

あ
る
夜
老
尼
の
夢
に
高
貴
な
る
男
女
が
現
れ
、
美
し
い
壺
と
短
冊
を
渡
し
、

閻
魔
大
王
の
子
ど
も
を
授
け
る
と
告
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
尼
の
左
右
の
袖
に
入

っ
て
い
っ
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
２
図
﹈

丹
波
国
豊
受
明
神
に
祈
願
す
る
と
夢
に
翁
が
現
れ
、
前
世
津
国
天
王
寺
金

堂
の
蛇
で
鳥
の
卵
を
食
べ
た
報
い
に
よ
る
と
告
げ
ら
れ
る
。
願
い
の
不
便

さ
に
手
箱
二
つ
を
賜
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
２
図
﹈

4

目
覚
め
る
と
夢
中
の
壺
が
あ
り
、
尼
は
そ
の
年
の
六
月
七
日
に
、
何
の
苦

し
み
も
な
く
出
産
す
る
。
胴
は
一
つ
で
頭
二
つ
手
四
つ
足
四
つ
の
男
女
児

で
あ
っ
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
３
図
﹈

妻
は
懐
胎
す
る
が
月
満
ち
て
も
産
ま
れ
ず
、
瀕
死
の
と
こ
ろ
天
か
ら
降
っ

て
き
た
童
子
に
与
え
ら
れ
た
薬
で
平
産
す
る
。　　
　
　
　
　
　
　
﹇
３
図
﹈

5

夢
で
得
た
壺
か
ら
は
無
尽
蔵
に
酒
が
湧
き
、
難
産
に
も
効
く
妙
薬
で
、
評

判
と
な
り
財
を
な
す
。
男
女
児
は
酒
れ
き
・
酒
え
き
と
命
名
。　　
﹇
４
図
﹈
身
は
一
つ
で
頭
二
つ
手
足
八
つ
の
男
女
児
を
産
み
、
玉
松
丸
・
玉
若
姫
と

名
付
け
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
４
図
﹈

6

嘉
応
元
年
音
羽
の
滝
の
水
が
絶
え
る
な
ど
の
災
い
が
起
こ
る
。
老
尼
が
清

水
寺
に
参
詣
す
る
と
、
災
い
の
真
因
は
応
保
二
年
五
月
四
日
に
生
ま
れ
た

四
条
辺
り
の
四
つ
子
で
あ
り
、
誤
っ
て
酒
れ
き
・
酒
え
き
が
捕
え
ら
れ
る

も
必
ず
守
る
と
観
音
に
告
げ
ら
れ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
５
図
﹈

7

嘉
応
二
年
比
叡
の
僧
が
清
水
寺
を
焼
き
払
い
、
九
月
に
京
中
の
梅
桜
桃
が

咲
き
狂
う
。
天
文
博
士
に
占
わ
せ
原
因
は
四
魔
に
あ
る
と
い
う
。   ﹇
６
図
﹈

二
人
は
捕
ら
え
ら
れ
、
老
尼
は
涙
に
暮
れ
る
。　  　
　
　
　
　
　
　
﹇
７
図
﹈

白
鳳
九
年
六
月
帚
星
が
現
れ
、
灰
が
降
る
な
ど
の
災
い
が
起
こ
る
。
天
文

博
士
に
よ
り
、
災
い
の
原
因
は
丹
波
国
の
異
常
児
と
さ
れ
、
捕
え
ら
れ
た

二
人
は
難
波
宮
に
連
行
さ
れ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
５
図
﹈

8

嘉
応
二
年
十
月
十
六
日
越
前
守
資
盛
の
摂
政
基
房
一
行
へ
の
非
礼
と
清
盛

に
よ
る
報
復
を
契
機
に
京
は
荒
れ
、
二
人
の
処
刑
が
決
ま
る
。
二
人
に
仕

え
る
吉
次
は
動
転
し
、
老
尼
は
清
水
観
音
に
祈
る
。　　
　
　
　
　
﹇
８
図
﹈

吉
次
は
切
腹
す
る
が
観
音
の
仏
力
で
未
遂
。　　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
９
図
﹈

子
ど
も
を
連
れ
去
ら
れ
た
長
者
夫
婦
は
急
に
老
け
込
み
、
そ
れ
以
降
、
生

の
坂
を
老
の
坂
と
称
す
る
よ
う
に
な
る
。

二
人
に
仕
え
る
藤
中
太
は
難
波
宮
ま
で
付
き
従
い
、
忠
義
を
尽
く
す
。
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9

承
安
元
年
正
月
二
三
日
二
人
は
三
条
河
原
で
処
刑
さ
れ
そ
う
に
な
る
が
太

刀
が
折
れ
、
南
方
か
ら
車
輪
の
よ
う
な
光
も
の
が
覆
い
、
身
の
丈
七
尺
余

り
の
力
士
に
救
助
さ
れ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
10
図
﹈

二
人
は
難
波
の
生
玉
の
西
の
浜
で
処
刑
さ
れ
そ
う
に
な
る
が
太
刀
が
折
れ
、

四
天
王
の
ご
と
き
神
た
ち
十
六
人
に
救
助
さ
れ
る
。　　
　
　
　
　
﹇
６
図
﹈

10

武
士
達
は
災
い
の
真
因
が
二
人
で
は
な
く
四
条
辺
り
の
四
つ
子
で
あ
る
と

わ
か
り
、
四
魔
誅
伐
の
勅
命
が
下
る
。

武
士
達
は
災
い
の
真
因
が
大
江
山
の
二
面
八
足
の
鬼
神
で
あ
る
と
わ
か
り
、

帝
に
奏
上
す
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
７
図
﹈

11

老
尼
と
吉
次
が
清
水
寺
に
参
詣
す
る
と
、
力
士
は
観
音
に
現
じ
、
酒
れ
き
・

酒
え
き
も
帰
還
す
る
。
四
条
の
四
つ
子
が
真
因
の
四
魔
と
し
て
誅
伐
さ
れ
、

獄
門
に
晒
さ
れ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
11
図
﹈

五
千
余
騎
を
丹
波
に
遣
わ
し
、
激
戦
の
末
、
鹿
、
猿
、
白
鷺
、
烏
、
狐
の

神
使
の
加
護
も
あ
り
、
二
面
八
足
の
鬼
神
を
退
治
す
る
。　　
　
　
﹇
８
図
﹈

12

帝
は
老
尼
と
酒
れ
き
・
酒
え
き
を
内
裏
に
召
し
、
老
尼
に
六
位
の
侍
従
を

任
じ
た
。
酒
れ
き
は
四
位
の
少
将
に
、
酒
え
き
は
主
膳
の
前
と
し
て
位
を

与
え
ら
れ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
12
図
﹈

二
人
は
無
事
に
長
者
の
も
と
に
帰
る
と
身
二
つ
と
な
る
。
館
の
乾
の
蔵
か

ら
若
返
り
の
酒
が
湧
く
。
帝
も
献
上
さ
れ
た
酒
に
よ
っ
て
若
返
り
、
二
人

は
そ
れ
ぞ
れ
五
位
の
中
将
、
内
侍
と
し
て
位
を
与
え
ら
れ
る
。　　
﹇
９
図
﹈

13

夫
婦
と
な
っ
た
二
人
は
衆
生
済
度
の
大
願
を
思
い
、
参
詣
の
女
性
を
難
産

か
ら
救
う
願
を
立
て
、
桜
の
木
で
地
蔵
を
作
る
と
姿
を
消
す
。 　
　
﹇
10
図
﹈

14

長
者
夫
婦
は
大
江
坂
に
御
堂
を
作
り
子
易
地
蔵
と
し
て
安
置
。　　
　
﹇
11
図
﹈

15

承
安
二
年
十
一
月
十
七
日
、
少
将
と
主
膳
の
前
が
蓮
華
王
院
に
参
籠
す
る

と
本
尊
の
阿
弥
陀
が
光
り
、
少
将
は
愛
染
明
王
に
、
主
膳
の
前
は
地
蔵
菩

薩
に
変
じ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
13
図
﹈

治
承
二
年
二
人
は
契
り
を
結
び
主
膳
の
前
は
美
し
い
姫
君
を
産
む
。
成
長

し
た
姫
君
は
帝
に
寵
愛
さ
れ
、
宰
相
の
君
と
し
て
皇
子
を
産
む
。

少
将
は
大
納
言
と
な
る
も
、
出
家
し
て
能
因
法
師
と
称
す
。
二
人
は
清
水

寺
参
籠
の
折
、
子
安
塔
で
主
膳
の
前
が
、
奥
の
院
で
能
因
が
姿
を
消
す
。

　
　
﹇
14
図
﹈

　
　
（
※
②
本
で
は
地
獄
の
地
蔵
の
救
済
を
描
い
た
﹇
15
図
﹈
を
付
す
）

長
者
夫
婦
は
夢
告
に
よ
っ
て
大
江
坂
と
同
様
の
地
蔵
を
作
り
音
羽
山
に
安

置
す
る
。
夫
婦
は
そ
こ
へ
移
り
住
み
行
叡
居
士
と
称
す
。
そ
の
後
坂
上
田

村
麻
呂
に
よ
り
清
水
寺
が
建
立
さ
れ
、
子
安
地
蔵
は
五
重
塔
に
供
養
さ
れ

る
。
下
っ
て
嘉
応
二
年
、
延
暦
寺
の
僧
が
清
水
寺
を
焼
き
討
ち
し
た
際
に

地
蔵
は
火
中
を
飛
び
出
し
六
波
羅
近
く
の
田
に
移
る
。
こ
の
奇
特
に
感
じ

た
清
盛
が
子
安
塔
を
建
立
す
る
。
清
盛
の
娘
難
産
の
折
に
は
子
安
塔
に
安

産
祈
願
し
、
無
事
平
産
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
12
図
﹈

16

建
久
九
年
三
月
三
日
、
宰
相
の
君
が
産
ん
だ
皇
子
は
四
歳
で
即
位
し
、
土

御
門
天
皇
と
な
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
15
図
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
※
②
本
で
は
﹇
16
図
﹈
に
相
当
）

子
安
塔
は
安
産
利
益
の
神
仏
と
し
て
人
々
の
信
仰
を
集
め
た
。　　
﹇
13
図
﹈

異
形
の
男
女
児
が
誕
生
し
、
都
の
災
い
の
原
因
と
し
て
処
刑
の
危
機
に
遭
う
も
太
刀
が
折
れ
、
神
仏
の
救
助
を
経
て
災
い
の
真
因
は
退
治
さ

れ
、
男
女
児
の
女
性
が
子
安
の
地
蔵
と
な
っ
た
と
す
る
点
は
両
系
統
に
共
通
す
る
。
加
え
て
、
平
家
物
語
や
清
水
寺
縁
起
に
詳
し
い
比
叡
の
僧
に

よ
る
清
水
寺
の
焼
き
討
ち
に
つ
い
て
、
Ａ
系
統
で
は
処
刑
に
繫
が
る
都
の
災
い
の
一
例
と
し
て
（
対
照
表
７
）、
Ｂ
系
統
で
は
子
安
塔
建
立
の
契

機
と
し
て
（
対
照
表
15
）、
共
通
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
時
代
設
定
や
人
名
な
ど
に
相
違
を
見
せ
つ
つ
も
、
両
系
統
が
影
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響
関
係
を
持
つ
同
一
の
物
語
で
あ
る
こ
と
は
首
肯
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
Ａ
系
統
の
諸
本
で
は
、
都
の
災
い
と
し
て
額
打
論
に
始
ま
り
清
水
寺
炎
上
ま
で
共
通
し
て
記
さ
れ
る
が
、
①
②
で
は
対
照
表
８
の
殿
下

乗
合
の
一
件
を
詳
述
す
る
の
に
対
し
、
③
④
に
は
記
載
が
見
出
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
①
②
で
は
二
人
が
神
仏
と
し
て
の
正
体
を
示
し
た
後
に
夫
婦

の
契
り
を
交
わ
し
、
姫
君
を
産
ん
で
転
生
を
遂
げ
る
の
に
対
し
、
③
④
で
は
出
産
後
に
正
体
を
現
す
と
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ａ

系
統
で
は
諸
本
間
で
も
引
用
説
話
の
内
容
や
配
列
に
相
違
が
あ
り
、
書
写
年
次
の
下
る
③
④
は
内
容
面
か
ら
も
①
②
成
立
以
降
に
成
っ
た
伝
本
と

判
断
さ
れ
る
。

次
に
、
対
照
表
Ⅰ
で
点
線
を
付
し
た
各
系
統
に
特
徴
的
な
要
素
の
う
ち
、
従
来
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
ず
に
き
た
冒
頭
に
注
目
し
て
み
た
い
。

　

三
、
異
形
の
国
常
立
神
と
夫
婦
婚
合
神

Ａ
系
統
で
は
、
国
土
創
生
神
話
と
夫み

と
の婦

交ま
ぐ
わ
い合

を
示
す
鶺に

わ
く
な
ぶ
り鴒

の
説
話
か
ら
物
語
が
始
ま
る
。
①
の
冒
頭
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
れ
わ
が
て
う
は
、
む
か
し
天
神
七
代
い
ざ
な
ぎ
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
の
あ
ま
の
う
き
は
し
の
う
へ
に
立
給
ひ
、
あ
を
う
な
ば
ら
に
の
ぞ
み

て
み
そ
な
わ
し
つ
つ
、
こ
の
し
た
に
、
あ
に
く
に
な
か
ら
ん
や
と
あ
ま
の
に
ゐ
ほ
こ
を
さ
し
お
ろ
し
、
さ
ぐ
り
給
ふ
に
、
そ
の
ほ
こ
の
し

た
ゝ
り
こ
り
か
た
ま
り
、
ひ
と
つ
の
し
ま
と
な
る
。
こ
れ
を
を
の
こ
ろ
嶋
と
名
づ
け
給
ふ
。
今
の
あ
は
ぢ
し
ま
こ
れ
な
り
。
ほ
こ
の
し
た
ゝ

り
嶋
と
な
ら
ん
が
た
め
、
う
み
の
な
か
に
大
日
と
い
へ
る
ゐ
ん
も
ん
す
は
り
、
な
み
の
よ
す
る
ひ
ゞ
き
に
し
ん
ご
ん
の
だ
ら
に
の
こ
ゑ
あ

り
。
此
ゆ
へ
に
大
日
本
国
と
い
ひ
て
し
か
も
神
国
也
。
第
一
の
御
神
を
く
に
と
こ
た
つ
の
み
こ
と
い
ふ
。
八
つ
の
か
し
ら
、
八
つ
の
手
、
尾

は
ら
は
大
じ
や
の
ご
と
く
に
し
て
五
ぎ
や
う
の
と
く
あ
り
。
御
と
し
百
千
お
く
万
さ
い
。
さ
て
又
、
地
神
の
は
じ
め
は
天
せ
う
太
神
、
御
と

し
二
十
五
万
歳
。
人
わ
う
の
は
じ
め
は
神
武
天
皇
と
申
侍
き
。
う
ゐ
ぢ
に
の
み
こ
と
よ
り
お
も
だ
る
の
み
こ
と
ま
で
、
三
代
は
男
女
の
か
た

ち
ま
し
ま
す
と
い
へ
共
、
ふ
う
ふ
こ
ん
が
う
の
わ
か
ち
な
か
り
し
と
こ
ろ
に
、
い
ざ
な
ぎ
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
、
あ
は
ぢ
し
ま
に
あ
ま
く
だ

ら
せ
給
ひ
て
、
に
は
く
な
ぶ
り
と
い
ふ
と
り
の
尾
を
う
ご
か
し
て
つ
ち
に
た
ゝ
く
を
御
覧
じ
て
、
ふ
た
り
の
御
神
は
じ
め
て
と
つ
ぐ
こ
と
を

な
ら
ひ
給
ふ
。
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し
か
あ
れ
ど
も
世
に
つ
た
は
る
こ
と
は
ひ
さ
か
た
の
あ
め
に
し
て
は
し
た
て
る
ひ
め
に
は
じ
ま
り

と
う
た
は
せ
給
ふ
。
こ
れ
ら
は
も
じ
の
か
ず
も
さ
だ
ま
ら
ず
、
歌
の
や
う
に
は
な
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
和
歌
の
は
じ
め
と
い
ふ
。
又
い
ま
の

に
は
く
な
ぶ
り
を
い
な
お
ほ
せ
ど
り
と
も
い
ふ
に
や
。
神
明
の
御
歌
に
、

　
　

あ
ふ
こ
と
を
い
な
お
ほ
せ
鳥
の
を
し
へ
ず
ば
人
は
こ
ひ
ぢ
に
ま
よ
は
ざ
ら
ま
し　
﹇
第
１
図
﹈

さ
れ
ば
、
こ
の
ふ
た
り
の
御
か
み
を
ふ
う
ふ
さ
い
あ
ひ
の
御
神
と
し
て
万
物
の
ち
ゝ
は
ゝ
と
す
。
松
の
葉
の
ち
り
う
せ
ず
し
て
、
今
す
ゑ
く

の
人
、
た
つ
と
き
も
い
や
し
き
も
こ
の
な
が
れ
な
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
し
か
る
に
、
神
代
よ
り
じ
ん
む
て
ん
わ
う
ま
で
は
、
世
の
中
に

め
づ
ら
し
き
ふ
し
ぎ
ど
も
お
ほ
か
り
き
。
な
か
ん
づ
く
、
わ
が
て
う
へ
ぶ
つ
ぽ
う
の
わ
た
る
べ
き
じ
せ
つ
に
は
、
ふ
し
ぎ
な
を
お
ほ
し
と
み

え
た
り
。
こ
れ
み
な
ぶ
つ
ぼ
さ
つ
の
ご
ん
げ
と
う
ら
い
し
て
、
し
ゆ
じ
や
う
さ
い
ど
、
は
う
べ
ん
の
た
め
な
る
と
い
へ
ど
も
、
で
ん
き
に
し

る
せ
る
を
見
、
み
ゝ
に
ふ
れ
つ
る
ば
か
り
也
。
今
も
く
ぜ
ん
に
あ
ら
は
れ
、
ふ
し
ぎ
を
あ
ら
は
し
給
ふ
は
、
き
よ
み
づ
ち
か
き
こ
や
す
の
地

ざ
う
に
て
お
は
し
ま
す
。
あ
ま
り
に
ふ
し
ぎ
な
る
ゆ
へ
、
す
ゑ
の
世
の
物
が
た
り
に
も
が
な
と
か
き
つ
け
侍
る
也）
（1
（

。

日
本
書
紀
に
基
づ
く
国
土
創
生
神
話
に
始
ま
り
、
海
中
出
現
の
大
日
如
来
の
印
文
に
よ
っ
て
大
日
本
国
の
由
来
を
説
く
言
説
は
、
軍
記
物
や

能
、
幸
若
舞
曲
な
ど
中
世
文
芸
の
諸
書
に
見
出
せ
る）
（（
（

。
同
様
に
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
が
性
交
を
学
ん
だ
と
す
る
鶺
鴒
説
話
も
日
本
書
紀
以
降
、
説

話
や
物
語
に
記
さ
れ
、
古
歌
に
多
く
詠
ま
れ
た
こ
と
か
ら
中
世
の
歌
学
書
に
散
見
さ
れ
る）
（1
（

。
Ａ
系
統
の
冒
頭
は
一
見
す
る
と
そ
う
し
た
諸
書
に
見

え
る
中
世
日
本
紀
の
言
説
を
取
り
込
ん
だ
か
に
思
わ
れ
る
が
、
た
と
え
ば
二
神
が
天
の
浮
橋
か
ら
指
し
下
ろ
し
た
こ
と
で
著
名
な
天
の
瓊ぬ

矛ほ
こ

（
中

世
神
道
で
は
「
と
ほ
こ
」）
を
天
の
「
に
ゐ
ほ
こ
」
と
す
る
な
ど
、
中
世
の
諸
書
と
は
異
な
る
記
述
が
少
な
か
ら
ず
見
え
、
注
意
さ
れ
る
。

な
か
で
も
、
天
神
第
一
の
国
常
立
尊
を
「
八
つ
の
頭
、
八
つ
の
手
、
尾
腹
は
大
蛇
の
ご
と
き
」
と
す
る
点
は
諸
書
と
は
大
き
く
異
な
り
、
注
目

に
値
す
る）
（1
（

。
①
②
の
絵
巻
第
一
図
で
も
、
鶺
鴒
を
指
さ
す
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
上
空
に
天
照
大
神
と
と
も
に
泥
土
煮
尊
・
沙
土
煮
尊
・
面
足
尊
・

惶
根
尊
の
四
神
が
描
か
れ
る
が
、
八
頭
八
手
の
蛇
体
で
大
き
く
描
写
さ
れ
た
国
常
立
尊
の
姿
は
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
。

早
く
南
北
朝
期
の
妙
法
院
蔵
『
神
像
絵
巻
』
に
は
、「
第
一
国
常
立
尊
。
四
面
四
臂
四
足
。（
中
略
）
第
二
国
狭
槌
尊
。
三
面
六
臂
六
足
。（
中

略
）
第
三
豊
斟
渟
尊
。
八
面
八
臂
八
足
」
と
記
さ
れ
、
四
面
四
臂
四
足
の
国
常
立
尊
の
姿
も
描
か
れ
る）
（1
（

。
多
面
多
臂
の
国
常
立
尊
像
は
近
世
以
降
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の
神
道
灌
頂
の
本
尊
図
に
も
受
け
継
が
れ
る
が）
（1
（

、
八
頭
八
手
の
大
蛇
を
描
く

例
は
管
見
の
限
り
①
②
の
巻
頭
図
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
慶
應
義
塾
図
書
館

蔵
『
住
吉
縁
起
』
に
は
国
常
立
尊
を
八
頭
八
手
の
大
蛇
と
記
し
て
お
り
、
伊
弉

諾
・
伊
弉
冉
の
天
地
開
闢
か
ら
物
語
が
始
ま
る
点
で
も
Ａ
系
統
と
共
通
す
る
。

た
だ
し
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
に
よ
っ
て
物
語
を
語
り
起
こ
す
の
は
、『
太
平
記
』

「
三
種
の
神
器
来
由
の
事
」
や
幸
若
舞
曲
「
百
合
若
大
臣
」
な
ど
中
世
文
芸
に

し
ば
し
ば
見
え
、
い
わ
ば
常
套
表
現
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ａ
系
統
の
冒
頭
で

は
こ
れ
か
ら
展
開
す
る
異
形
の
男
女
児
の
布
石
と
し
て
多
面
多
臂
の
国
常
立

尊
を
特
筆
す
る
の
で
あ
り
、『
住
吉
縁
起
』
な
ど
の
文
脈
と
は
明
ら
か
に
異
な

る
。
同
様
に
鶺
鴒
説
話
で
も
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
を
「
夫
婦
さ
い
あ
ひ
の
御
神
」

と
す
る
点
は
諸
書
に
は
見
え
ず
、
注
意
さ
れ
る
。

中
世
の
諸
書
に
見
え
る
常
套
表
現
で
は
な
く
、
あ
え
て
異
な
る
描
写
に
よ
り

異
な
る
文
脈
で
国
土
創
生
神
話
を
巻
頭
に
据
え
、
本
文
と
絵
の
両
方
で
詳
述
す

る
点
か
ら
し
て
も
、
物
語
の
展
開
上
重
視
さ
れ
た
冒
頭
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
で
は
、
Ａ
系
統
の
創
作
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
実
は
室
町
期
の
雑

史
『
神
皇
正
統
録
』
に
同
内
容
の
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
Ａ
系
統
の
典
拠
の
再
検
討

天
神
七
代
か
ら
後
鳥
羽
天
皇
に
至
る
諸
事
を
仮
名
混
じ
り
の
編
年
体
で
略
記

し
た
『
神
皇
正
統
録
』
は
『
神
皇
正
統
記
』
を
模
し
た
室
町
期
の
雑
史
で
あ

図　ハーバード大学美術館蔵『子安物語』（1985．559）上巻第1図



─ 53─（176）

り
、
真
福
寺
蔵
〔
室
町
末
期
〕
写
本
を
始
め
、
米
沢
市
立
図
書
館
（
藩
学
興
譲
館
）
蔵
〔
江
戸
初
期
〕
写
本
や
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
（
細
川
家

北
岡
文
庫
）
蔵
写
本
な
ど
複
数
の
伝
本
が
知
ら
れ
る
。
雑
史
と
は
言
え
、
各
伝
本
の
書
写
年
次
が
比
較
的
古
い
点
や
伝
襲
の
場
も
注
意
さ
れ
、
こ

の
種
の
雑
史
の
流
伝
の
実
態
に
は
な
お
注
意
し
て
考
察
を
深
め
た
い
。

数
詞
を
除
き
総
ル
ビ
に
近
い
米
沢
市
立
図
書
館
蔵
本
に
顕
著
な
よ
う
に
、
諸
本
を
通
し
て
同
筆
で
多
く
の
訓
み
を
付
し
、
共
通
す
る
訓
み
も
多

い
。
試
み
に
真
福
寺
蔵
本
の
巻
第
一
よ
り
対
応
箇
所
を
示
す
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

天
神
七
代　

第
一
国
常
立
尊　

陽
ノ
御
神
也
、
天
メ
地
チ
開
ケ
始
ル
之
時
空
ノ
中
チ
ニ
生
ス
、
一
物
ヲ
其
状
如
葦
、
牙
便
化
為
神
、
即
此
ノ
尊
ト
是
ナ
リ
、

八
ツ
ノ
頭
ラ
、
八
ツ
ノ
手
足
、
腹
ト
尾
ハ
、
如
大
蛇
在
、
五
行
之
徳
御
年
数
、
凡
百
千
億
万
歳
ニ
而
テ
無
レ
始
无
レ
終
。
第
二
国
ニ
狭サ

槌ツ
チ
ノ
尊
ト　

陽
ノ
御

神
也
、
御ゴ

年ネ
ン
ス
ウ数

凡
八
百
億
万
歳　

第
三
豊ト

ヨ
斟ク

ン
渟ヌ

ノ
尊　

陽
ノ
御
神
也
、
御
年
数
凡
八
百
億
万
歳　

第
四
泥ウ

イ
土シ

煮ニ
ノ

尊　

陽
御
神
也　

沙ス
イ

土チ

煮ニ
ノ

尊
、

陰
御
神
也
、
二

フ
タ
リ
ノ

神
ヲ
ン
カ
ミ
ノ

御
年
数
凡
二
百
億
万
歳　

第
五
大
戸ト

ノ

道チ
ノ

尊　

陽
ノ
御
神
也　

大
苫
辺
尊　

陰
ノ
御
神
也
、
二
神
御
年
数
凡
二
百
億
万

歳　

第
六
面ヲ

モ

足タ
ル
ノ

尊　

陽
ノ
御
神
也
、
惶

カ
シ
コ

根ネ
ノ

尊
、
陰
ノ
御
神
也
、
二
神

リ
ノ
ヲ
ン
カ
ミ御

年
数
凡
二
百
億
万
歳
、
従ヨ

リ

泥ウ
イ

土シ

煮ニ
ノ

尊
至
リ
テ
面モ

足
ル
ノ
尊
三
代
、
雖
モレ

在

ト
男
女
之
形チ

无ナ
ク

二

婚サ
イ
ア
ヒ
ノ合

一
之
義ギ　

第
七
伊
弉サ

諾ナ
ギ
ノ尊

、
男
コ
神
也　

伊
弉サ

冉ナ
ミ
ノ尊

、
女
ナ
神
也　

二
フ
タ
リ
ノ

神
ヲ
ン
カ
ミ

御ゴ

治ヂ
レ
キ暦

、
凡
ソ
二
万
三
千
四
十
歳
、
是
陰

陽
都
合
之
大
数ス

ウ
也
、
无
レ
始
モ
无
レ
終
モ
、
此
男
女
ノ
御
神
、
凡
万
物
ツ
ノ
父
母
也
云
々
、
昔
天
マ
之
浮
橋
之
上
ニ
而
テ
共
ニ
相
議ハ

カ
リテ

曰
ノ
タ
マ
ハ
ク、

此
下
タ
ニ
豈ア

ニ

国ニ

无
ナ
カ
ラ
ンン

乎
ト
テ
、
天
マ
之
瓊ニ

イ

矛ホ
コ
ヲ
指
シ

下
ヲ
ロ
シ

而
之
レ
ヲ

探
サ
ク
リ

給
フ
ニ
青
海
ア
リ
、
其
ノ
鉾
ノ
滴リ

凝
堅
リ
テ
一
ツ
ノ
之
島
ト
成
レ
リ
、
之
ヲ
磤ヲ

ノ

馭コ

盧ロ

島
ト
名
ツ
ク
、

時
ニ
一
ツ
ノ
洲シ

マ
ヲ
出
生
シ
給
フ
、
淡
路
洲シ

マ

是
也
、
二
リ
ノ
御
神
其
島
ニ
天ア

マ
ク
タ
リ降

給
テ
、
夫
婦
交サ

イ
ア
イ合
ノ
義
ヲ
成
シ
給
フ
、
茲コ

レ
ニ
因
リ
テ
此
ノ
二
リ
ノ
神
ヲ
以
テ
婚サ

イ
ア
ヒ合

之

始
メ
ト
ス
、
二
リ
ノ
御
神
即
天
メ
カ
下
タ
ニ
於
テ
、
大
八
洲シ

マ
ヲ
定
メ
山
海
ミ
江
河
草
サ
木
ヲ
造
リ
給
フ
、
又
議
リ
テ
曰
ハ
ク
、
豈ア

ニ
国ク

ニ
ノ
主ヌ

シ
无
ラ
ン
乎
ト
テ
、
即
一

チ
女
三
男
ヲ
産ウ

ミ

給
フ
、
所イ

ハ
ユ
ル謂

日
神
、
月
神
、
蛭ヒ

ル
コ児

、
素
盞
烏
ノ
尊
是
也
、（
中
略
）
其
後
二
リ
ノ
御
神
者
、
淡
路
国
ニ
宮
造
而
テ
隠
レ
給
ヒ
訖

ヲ
ハ
ン
ヌ、

以
上

天
神
七
代　

第
一
天ア

マ

照テ
ル

太ヲ
ヽ

神　

女
体　

御ゴ

治チ

天テ
ン

凡
二
十
五
万
歳
ニ
而
无
レ
始
无
レ
終
、
是
伊
弉
諾キ

ノ
尊
之
御
女メ

也）
16
（

太
字
で
示
し
た
よ
う
に
、
国
常
立
尊
の
描
写
の
み
な
ら
ず
、「
天
マ
之
瓊
矛
」
に
「
ニ
イ
ホ
コ
」
と
付
す
な
ど
細
か
な
点
で
も
Ａ
系
統
と
の
一

致
が
見
て
と
れ
る
。
と
く
に
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
を
「
万
物
ツ
ノ
父
母
」
と
し
、「
夫
婦
婚
合
」
や
「
夫
婦
交
合
」
に
「
サ
イ
ア
ヒ
」
と
繰
り
返
し
付

す
点
は
前
掲
①
の
冒
頭
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、『
神
皇
正
統
録
』
に
見
え
る
中
世
日
本
紀
の
言
説
を
取
り
込
ん
だ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
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こ
れ
ま
で
Ａ
系
統
の
典
拠
は
、
濱
中
氏
に
よ
り
『
百
練
抄
』
記
事
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ）
（1
（

、
共
通
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
冒
頭
に
お
け

る
『
神
皇
正
統
録
』
記
事
と
の
酷
似
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
改
め
て
典
拠
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ
系
統
に
は
、
前
述
の
都
で
の
災
い
の
記
事
を
含
め
、
年
月
日
を
付
す
箇
所
が
散
見
さ
れ
、
確
か
に
『
百
練
抄
』
記
事
と
の
類
似
が
見
て
と
れ

る
。
当
該
箇
所
に
つ
い
て
『
神
皇
正
統
録
』
と
照
合
す
る
と
、
左
記
の
と
お
り
『
百
練
抄
』
記
事
以
上
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

対
照
表
Ⅱ

①
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
『
子
安
物
語
』
絵
巻

神
皇
正
統
録
（
真
福
寺
蔵
写
本
）

百
錬
抄
（
国
史
大
系
）

い
は
ゆ
る
人
王
七
十
八
代
、
長
寛
二
年
永
万
元
年
、
二
条
院
御
宇
に
都
蓮
華

王
院
の
西
に
住
む
者
あ
り
。
そ
の
年
七
十
余
り
に
し
て
俗
称
を
尋
ぬ
る
に
大

納
言
藤
原
朝
臣
道
宗
卿
女
と
聞
え
け
る
。（
略
）
永
万
元
年
乙
酉
六
月
七
日
に

ほ
と
ん
ど
悩
む
事
な
ふ
子
を
産
め
り
。
尼
君
驚
き
、
こ
は
そ
も
浅
ま
し
や
、

年
高
き
身
の
殊
に
出
家
の
身
と
し
て
か
や
う
の
事
人
の
み
聞
か
ん
も
恥
づ
か

し
く
早
く
捨
て
ば
や
と
思
ひ
て
取
り
上
げ
見
れ
ば
、
か
た
ち
人
に
変
は
り
胴

は
一
つ
に
し
て
頭
二
つ
手
四
つ
足
四
つ
な
り
。
胴
は
二
つ
な
れ
ど
も
脇
の
下

に
て
思
ひ
の
絆
ゆ
へ
に
二
枚
屛
風
の
如
く
な
り
。（
略
）
ま
た
夢
に
得
た
り
し

壺
よ
り
甘
酒
湧
き
出
で
た
り
。
こ
れ
を
舐
め
て
み
れ
ば
そ
の
味
ひ
甘
露
の
如

く
に
し
て
汲
む
に
尽
く
る
こ
と
な
し
。
又
の
日
は
濁
り
酒
と
い
ふ
も
の
に
な

れ
り
。
そ
の
味
五
味
に
し
て
甘
露
な
り
。

永
万
元
年
乙
酉
ノ
歳
或
女
、
頭
二フ
タ
ツ、

手
四
、
足
三
ツ
ア
ル

子
ヲ

生
ム
、
之
ヲ

占ウ
ラ
ナ
ウ
ニ、
兵
乱
之
兆
シ
ル
シ
也
、（
略
）

同
年
六
月
七
日
洛
ミ
ヤ
コ
ノ
ホ
ト
リ

辺
蓮
華
王
院

ノ
、
西
ノ
砌
ニ
於
テ

醴サ
ケ
ノ
イ
ツ
ミ
　
ワ
キ
イ
ツ
ル

泉

涌

出

ニ
コ
リ
サ
ケ

ア
マ
サ
ケ

永
万
元
年
長
寛
三
六
五
改
元
（
略
）
四
月
十

二
日
。
近
衛
河
原
辺
有
異
児
。
胸
已

上
二
体
也
。
頭
二
手
四
也
。
胸
已
下

一
人
也
。
令
諸
道
勘
申
和
漢
之
例
。

（
略
）
六
月
八
日
。
蓮
花
王
院
西
砌
醴

泉
涌
出
。
承
仕
有
夢
想
。
貴
賤
汲
之
。

さ
る
ほ
ど
に
嘉
応
元
年
己
丑
の
春
清
水
音
羽
の
滝
絶
え
失
す
る
こ
と
あ
り
。

嘉
応
元
年
己
丑
歳
ノ
春
三
月
洛
東
山

清
水
ノ
滝
絶
ヘ
失
ル

嘉
応
元
年
己
丑
（
略
）
三
月
廿
六
日
。

近
日
。
清
水
寺
滝
水
枯
失
。

去
ん
ぬ
る
応
保
二
年
壬
午
の
五
月
四
日
に
一
人
の
女
一
同
に
四
人
の
子
を
産

む
。
こ
れ
四
魔
な
り
。
一
つ
に
天
魔
、
二
に
煩
悩
魔
、
三
つ
に
五
蘊
魔
、
四

に
天
子
魔
こ
の
四
魔
は
心
経
陀
羅
尼
に
も
恐
れ
ず
、
王
宮
を
悩
ま
し
仏
法
を

妨
げ
ん
た
め
に
。
兄
弟
と
な
り
人
倫
に
交
わ
り
四
条
の
辺
に
住
む
。

同
（
応
保
）
二
年
壬
午
ノ

歳
、

一
ヒ
ト
リ
ノ

女
、
四ヨ
ツ
コ
ヲ
ウ
ム

子
生
。

長
寛
元
年
五
月
七
日
春
日
高
倉
下
女

誕
四
子
男
子
二
人

女
子
二
人
同
日
梅
小
路
烏
丸
女
同

誕
四
人
。

嘉
応
二
年
庚
寅
の
年
、
比
叡
山
の
衆
徒
清
水
寺
に
押
し
寄
せ
て
仏
具
僧
坊
一

宇
も
残
ら
ず
皆
々
焼
き
払
ふ
。
こ
れ
は
去
ん
ぬ
る
永
万
元
年
七
月
廿
七
日
上

皇
崩
御
な
り
て
後
、
御
墓
所
へ
渡
し
奉
る
時
先
づ
興
福
寺
の
額
を
打
ち
、
そ

の
次
に
延
暦
寺
の
額
を
打
つ
べ
き
と
こ
ろ
に
先
づ
延
暦
寺
の
額
を
上
に
打
ち

た
る
故
に
、
興
福
寺
の
西
金
堂
衆
観
音
房
勢
至
房
と
て
聞
こ
ふ
る
大
悪
僧
二

人
あ
り
け
る
が
（
略
）
二
人
つ
と
走
り
出
で
延
暦
寺
の
額
を
切
つ
て
落
と
し
、

散
々
に
打
ち
割
り
し
故
ほ
ど
へ
時
た
る
と
い
へ
ど
も
そ
の
遺
恨
あ
る
が
故
清

水
寺
は
興
福
寺
の
末
寺
た
る
に
よ
つ
て
な
り
。

同
（
嘉
応
）
二
年
庚
寅
ノ
歳
比
叡
山

ノ
衆
徒
清
水
寺
ヲ
焼

永
万
元
年
（
略
）
八
月
九
日
。
延
暦

寺
僧
下
洛
。
焼
払
清
水
寺
。
是
二
条

院
御
葬
礼
夜
。
諸
寺
念
仏
群
参
之
時
。

興
福
寺
僧
打
破
延
暦
寺
額
板
之
故
云
々
。
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た
と
え
ば
、
永
万
元
年
六
月
七
日
条
の
異
常
児
誕
生
と
と
も
に
湧
い
た
酒
泉
に
つ
い
て
、
真
福
寺
蔵
本
で
は
「
醴
泉
」
を
「
サ
ケ
ノ
イ
ツ
ミ
」

と
訓
み
、
さ
ら
に
「
ニ
コ
リ
サ
ケ
」「
ア
マ
サ
ケ
」
と
左
訓
を
付
し
て
お
り
、
Ａ
系
統
で
そ
の
後
甘
酒
、
濁
り
酒
へ
と
変
化
し
た
と
す
る
の
に
照

応
す
る
。
災
い
の
真
因
で
あ
る
応
保
二
年
の
四
子
の
誕
生
、
承
安
元
年
の
鹿
ヶ
谷
の
一
件
と
絡
め
て
翌
年
の
蓮
華
王
院
の
仏
の
奇
瑞
を
語
る
点
、

さ
ら
に
法
然
が
吉
水
で
専
修
念
仏
の
宗
旨
を
立
て
た
と
す
る
承
安
四
年
に
「
子
安
塔
の
供
養
」
と
明
記
す
る
点
は
看
過
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

同
年
の
九
月
京
中
の
桜
、
梅
、
桃
、
草
木
の
花
悉
く
今
を
盛
り
と
開
く
ほ
ど

に
、
都
の
貴
賤
老
若
と
も
に
袖
を
連
ね
、
ざ
ざ
め
き
あ
へ
り
。

同
年
（
嘉
応
二
）
秋
九
月
、
京
中
、

桜
、
梅
、
桃
、
李
、
花
悉
ク
皆
開
ク

嘉
応
二
年
（
略
）
九
月
廿
七
日
（
略
）

近
日
。
京
中
桜
梅
李
華
。

同
年
十
月
十
六
日
に
清
盛
入
道
の
嫡
子
小
松
殿
の
二
男
越
前
守
資
盛
（
略
）

摂
政
関
白
の
御
出
に
は
な
づ
き
に
参
り
給
ふ
。
殿
下
の
御
出
な
る
ぞ
乗
物
よ

り
下
り
よ
と
い
へ
ど
、
あ
ま
り
に
誇
り
世
を
世
と
も
せ
ざ
り
け
れ
ば
殿
下
の

御
出
と
も
い
は
ず
、
一
切
下
馬
の
礼
儀
も
な
く
た
だ
か
け
破
つ
て
通
ら
ん
と

す
る
を
越
前
守
を
始
め
と
し
て
侍
ど
も
を
馬
よ
り
引
き
下
ろ
し
頗
る
恥
辱
を

ぞ
与
へ
け
る
（
略
）
同
廿
一
日
に
ひ
た
甲
三
百
余
騎
殿
下
の
御
出
な
る
に
今

熊
堀
河
辺
に
て
待
ち
受
け
、
中
に
取
り
込
め
前
駆
御
随
身
ど
も
が
髻
を
切
る

と
て
こ
れ
は
汝
が
髻
と
思
ふ
な
主
の
髻
を
切
る
な
り
と
い
ひ
て
六
波
羅
へ
帰

り
参
れ
ば
入
道
神
妙
な
り
と
ぞ
宣
ひ
け
る
。
こ
れ
ぞ
平
家
の
滅
ぶ
べ
き
衰
相

な
り
。

嘉
応
二
年
七
月
三
日　

越
前
守
資
盛

於
路
頭
。
遇
摂
政
及
恥
辱
。（
略
）
十

月
廿
一
日
。
依
御
元
服
定
。
摂
政
参

内
之
間
。
於
路
頭
勇
士
有
狼
藉
事
。

切
前
駆
等
本
鳥
。
是
先
日
資
盛
之
会

稽
也
。

承
安
元
年
正
月
廿
三
日
に
荒
け
な
き
武
士
ど
も
二
人
の
幼
き
も
の
を
引
つ
立

て
三
条
河
原
へ
出
さ
る
。（
略
）
南
方
よ
り
車
輪
の
ご
と
く
な
る
光
り
物
三
条

河
原
に
覆
ひ
け
れ
ば
、
都
は
闇
と
ぞ
な
り
に
な
け
る
。

同
年
（
承
安
元
年
）
正
月
廿
三
日
、

南
ノ
方
ニ
赤
光
ア
リ
、
大
サ
車
輪
ノ
如
シ

承
安
元
年
正
月
（
略
）
廿
二
日
（
略
）

南
方
有
赤
光
。
其
勢
如
車
輪
。

承
安
二
年
壬
辰
十
一
月
十
七
日
に
少
将
殿
主
膳
の
前
こ
の
世
か
の
世
の
祈
り

と
て
蓮
華
王
院
へ
参
籠
在
し
け
る
に
。
そ
の
夜
は
人
数
多
集
ま
り
て
、
去
年

の
夏
源
氏
の
か
と
う
と
藤
原
成
親
、
平
康
頼
、
俊
寛
僧
都
等
、
東
山
鹿
谷
を

会
所
と
し
て
多
田
蔵
人
行
綱
等
の
武
士
を
語
ら
ひ
平
家
を
滅
ぼ
さ
ん
と
の
企

て
な
れ
ば
（
略
）
阿
弥
陀
十
方
へ
光
明
赫
奕
と
し
て
拝
ま
れ
給
へ
ば
、
少
将

も
忽
ち
愛
染
明
王
と
現
れ
給
ふ
。

同
年
（
承
安
元
年
）
夏
藤
原
ノ
成
親
ノ

卿
、
平
ノ
康
頼
、
俊
寛
僧
都
等
、
東
山

鹿
ノ
谷
ヲ
会
所
ト
而
、
多
田
ノ
行
綱
等
之

武
士
ヲ
相
語
平
家
追
討
之
謀
叛
ヲ
企
ツ
、

同
（
承
安
）
二
年
壬
辰
歳
、
十
一
月

十
七
日
、
蓮
華
王
院
ノ
仏
光
ヲ
放
ツ
。

承
安
二
年
十
一
月
十
七
日
蓮
華
王
院

御
仏
脇
士
中
正
面
以
南

第
五
間
中
放
光
明
。

来
甲
午
年
東
山
の
麓
吉
水
に
て
勢
至
菩
薩
源
空
と
名
を
付
き
、
一
向
専
修
の

念
仏
の
宗
旨
を
立
て
衆
生
に
進
む
る
。
そ
の
時
必
ず
力
を
添
へ
給
へ
と
の
給

へ
ば
、
我
々
は
そ
の
為
に
生
じ
た
り
。
仏
も
仏
力
あ
る
べ
し
と
答
へ
給
へ
ば
、

我
は
源
空
に
大
原
野
に
て
宗
論
を
さ
せ
衆
生
の
た
め
証
拠
の
阿
弥
陀
と
い
か

れ
ん
と
御
約
束
あ
る

同
年
（
承
安
四
年
）
清
水
ノ
子
安
ノ
塔

供
養　

同
年
、
法
然
上
人
源
空
比
叡

山
黒
谷
ヲ
出
而
洛
東
山
ノ
麓
、
吉
水
ニ

遷
リ
、
専
修
念
仏
之
宗
旨
ヲ
立
ル



─ 56─ （173）

参
考
に
挙
げ
た
『
百
練
抄
』
記
事
に
比
し
て
も
細
か
な
部
分
で
共
通
性
が
見
て
と
れ
、
Ａ
系
統
は
『
神
皇
正
統
録
』
記
事
に
拠
っ
た
と
見
て
よ

い
。
な
お
、
前
述
の
①
②
の
み
に
見
え
る
殿
下
乗
合
の
一
件
は
、『
神
皇
正
統
録
』
に
見
え
ず
『
百
練
抄
』
に
は
記
さ
れ
る
が
、『
神
皇
正
統
録
』

を
も
と
に
平
家
物
語
で
補
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。『
神
皇
正
統
録
』
に
つ
い
て
は
、
山
下
哲
郎
氏
に
よ
り
覚
一
本
系
平
家
物
語
の
引
用
が
指
摘

さ
れ
る
が）
（1
（

、『
百
練
抄
』
記
事
と
の
共
通
性
や
室
町
期
の
雑
史
と
物
語
草
子
と
の
影
響
関
係
な
ど
、
今
後
更
な
る
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

五
、
Ａ
系
統
の
絵
巻
の
意
義

両
系
統
の
比
較
に
よ
り
Ａ
系
統
の
特
徴
を
抽
出
す
る
と
、
や
は
り
異
形
な
る
も
の
へ
の
視
点
の
強
調
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
Ａ
系
統
で
老

尼
が
閻
魔
王
よ
り
男
女
児
を
授
か
っ
た
と
す
る
点
は
雷
神
の
子
を
産
む
山
姥
の
伝
承
を
彷
彿
と
さ
せ
、
無
尽
蔵
の
酒
を
中
心
と
す
る
展
開
も
物
語

に
数
多
登
場
す
る
異
界
の
宝
物
を
思
わ
せ
る
。
Ａ
系
統
は
物
語
全
体
を
通
し
て
確
か
に
異
形
な
る
も
の
を
強
調
す
る
さ
ま
が
見
て
と
れ
る
。
冒
頭

の
国
土
創
生
神
話
も
単
な
る
常
套
表
現
で
は
な
く
、
一
つ
に
は
異
形
の
国
常
立
尊
に
よ
っ
て
双
体
男
女
児
を
導
く
意
図
が
あ
っ
た
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
そ
し
て
も
う
一
つ
重
要
な
点
に
、
先
の
夫
婦
婚
合
神
の
描
写
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

前
掲
対
照
表
Ⅰ
の
12
で
点
線
を
付
し
た
よ
う
に
、
Ｂ
系
統
で
は
救
助
後
に
男
女
児
は
身
二
つ
と
な
っ
た
と
明
記
す
る
が
、
Ａ
系
統
で
は
そ
の
点

を
明
ら
か
と
せ
ず
、
神
仏
の
正
体
を
現
し
て
比
翼
連
理
の
語
ら
い
の
末
に
姫
君
を
出
産
し
た
と
す
る
。
神
仏
の
契
り
ゆ
え
身
二
つ
か
否
か
は
重
視

さ
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
こ
そ
「
夫
婦
婚
合
」
を
体
現
し
た
物
語
草
子
と
し
て
の
意
義
を
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
以
下
の

①
末
尾
で
本
作
を
「
比
翼
連
理
物
語
」
と
称
し
た
と
す
る
所
以
に
も
通
じ
る
。

こ
の
帝
よ
り
代
々
平
ら
か
に
治
ま
り
し
は
、
菩
薩
出
世
の
故
と
か
や
。
さ
れ
ば
、
こ
の
草
紙
を
あ
る
人
、
比
翼
連
理
物
語
と
い
ふ
。
ま
こ
と

に
能
円
法
印
と
主
膳
の
前
と
肌
へ
離
れ
ず
、
契
り
深
く
在
し
た
る
は
比
翼
連
理
に
似
た
り
。
そ
の
故
は
連
理
の
枝
と
申
す
は
、
木
の
も
と
は

異
な
る
と
い
へ
ど
も
枝
は
差
し
交
は
し
て
一
に
吸
い
付
き
た
る
を
申
す
な
り
。
又
比
翼
の
鳥
と
申
す
は
、
連
理
の
枝
に
住
む
鳥
な
り
。
嘴
、

脚
は
赤
く
し
て
翼
は
白
く
美
し
き
姿
な
り
。
翼
世
の
鳥
に
よ
う
変
は
り
か
た
が
た
あ
り
。
飛
ば
ん
と
す
る
時
、
夫
婦
の
鳥
一
所
に
寄
り
添
ふ

て
飛
ぶ
な
り
。
か
や
う
の
子
細
あ
る
ゆ
へ
、
比
翼
連
理
物
語
と
い
ふ
な
る
べ
し
。
か
か
る
め
で
た
き
物
語
、
一
遍
読
み
た
る
そ
の
人
は
、
清
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水
結
ぶ
の
神
と
子
安
の
地
蔵
へ
一
度
参
り
給
ふ
に
む
か
ふ
べ
し
。
又
年
の
初
め
に
読
み
給
は
ば
、
男
女
に
よ
ら
ず
必
ず
妻
を
与
へ
夫
を
授

け
、
そ
の
上
夫
婦
の
中
を
幾
千
世
万
代
ま
で
も
あ
ひ
か
は
ら
ず
栄
へ
、
妻
な
き
人
は
必
ず
必
ず
読
み
給
ふ
べ
し
。
あ
に
疑
ひ
あ
ら
ん
や
。
そ

の
故
は
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
の
お
こ
れ
ば
な
り
。

冒
頭
か
ら
末
尾
に
至
る
ま
で
本
書
が
一
貫
し
て
「
夫
婦
婚
合
」「
比
翼
連
理
」
を
体
現
し
、
予
祝
す
る
物
語
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
そ
の

上
で
点
線
の
よ
う
に
こ
の
物
語
を
読
む
功
徳
が
記
さ
れ
、
結
ぶ
の
神
清
水
と
子
安
地
蔵
の
利
益
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
江
戸
前
期
に
集
中
し
て

美
麗
な
絵
巻
と
し
て
求
め
ら
れ
た
の
は
、「
夫
婦
婚
合
」
の
予
祝
と
い
う
ま
さ
に
当
時
の
嫁
入
り
本
に
適
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
は
、
現
代
の
我
々
が
と
も
す
る
と
囚
わ
れ
て
し
ま
う
「
異
形
な
る
子
ど
も
」
へ
の
関
心
よ
り
も
、
む
し
ろ
当
時
の
女
性
た
ち
の
絵
巻
享
受

の
あ
り
よ
う
が
窺
い
知
ら
れ
る
。

な
お
前
述
し
た
よ
う
に
、
寛
文
・
延
宝
頃
の
豪
華
絵
巻
が
複
数
伝
存
す
る
祝
言
性
の
高
い
『
大
黒
舞
』
に
は
、
本
作
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ

る
）
（1
（

。『
大
黒
舞
』
諸
本
に
共
通
し
て
、
主
人
公
大
悦
が
参
詣
し
た
子
安
地
蔵
の
草
創
を
「
永
万
元
年
に
衆
生
済
度
の
た
め
に
人
倫
に
交
は
り
、
利

益
を
衆
生
に
な
し
給
ふ
）
11
（

」
と
す
る
点
で
あ
る
。
子
安
地
蔵
の
草
創
を
「
永
万
元
年
」
と
す
る
記
述
は
当
時
の
地
誌
や
寺
伝
に
は
見
え
ず
、
齋
藤
氏

は
Ａ
系
統
の
子
安
地
蔵
の
縁
起
を
取
り
入
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
加
え
て
英
勝
寺
蔵
『
大
黒
舞
』
絵
巻
の
子
安
塔
の
参
詣
場
面
を
掲
げ
、
本

文
と
は
関
わ
ら
な
い
塔
前
の
老
尼
に
、
異
常
児
を
授
か
っ
た
老
尼
の
物
語
の
記
憶
を
も
読
み
取
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
『
大
黒
舞
』
で
の
受
容

の
様
相
は
、
Ａ
系
統
が
Ｂ
系
統
に
先
行
し
流
布
し
て
い
た
証
左
と
な
る
。『
神
皇
正
統
録
』
で
の
言
説
を
も
と
に
Ａ
系
統
の
男
女
児
の
苦
難
と
地

蔵
の
縁
起
伝
承
が
成
さ
れ
、
そ
の
骨
子
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、
時
代
や
舞
台
を
変
え
、
老
の
坂
の
子
安
地
蔵
の
縁
起
と
し
て
時
を
経
ず
成
り
立

っ
た
の
が
Ｂ
系
統
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、「
夫
婦
婚
合
」
を
体
現
、
予
祝
す
る
絵
巻
と
し
て
の
受
容
を
得
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
そ
れ
を
も
と
に
新
た
な
縁
起
を
語
る

Ｂ
系
統
の
豪
華
絵
巻
が
複
数
仕
立
て
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
そ
の
背
景
と
意
義
に
つ
い
て
は
続
稿
に
譲
る
。
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【
注
】

（
１
） 
濱
中
修
「『
子
安
物
語
』
と
民
間
伝
承
」（『
室
町
物
語
論
攷
』
新
典
社
、
一
九
九
六
年
、
初
出
一
九
八
三
年
）。

（
２
） 
小
松
和
彦
「「
子
安
物
語
」
の
魅
力
」（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
月
報
）』
五
五
、
一
九
九
二
年
）、「「
異
常
児
」
は
異
界
を
覗
く
「
覗
き
鏡
」
│
「
お

伽
草
子
」
と
異
類
婚
姻
児
」（『
異
界
を
覗
く
』
洋
泉
社
、
一
九
九
八
年
）。

（
３
） 

大
島
建
彦
「
道
祖
神
の
信
仰
と
説
話
」（
秋
山
虔
編
『
中
世
文
学
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
）、
瀬
戸
友
美
「『
子
安
物
語
』
論
│
地

蔵
信
仰
を
中
心
に
」（『
愛
知
大
学
国
文
学
』
三
八
、
一
九
九
九
年
一
月
）、
ハ
ン
ク
・
グ
ラ
ス
マ
ン
「『
子
や
す
物
語
』
の
図
像
学
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

（『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
研
究
』
三
、
二
〇
〇
五
年
九
月
）
な
ど
参
照
。

（
４
） 

鳥
居
フ
ミ
子
「「
一
心
二
河
白
道
」
の
位
相
」（『
近
世
芸
能
の
研
究
│
土
佐
浄
瑠
璃
の
世
界
│
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
八
九
年
、
初
出
一
九
七
四
年
）、

佐
藤
深
雪
「『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』
論
│
江
戸
小
説
と
子
安
の
民
俗
信
仰
│
」（『
文
学
』
五
一
│
八
、
一
九
八
三
年
八
月
）、
阪
口
弘
之
「
一
心
二
か
び

や
く
道
」（
信
多
純
一
編
『
赤
木
文
庫
古
浄
瑠
璃
稀
本
集
│
影
印
と
解
題
│
』
八
木
書
店
、
一
九
九
五
年
）、
井
上
啓
治
「〈
中
世
説
話
〉
と
京
伝
の
モ

チ
ー
フ
・
主
題
」（『
京
伝
考
証
学
と
読
本
の
研
究
』
新
典
社
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
参
照
。

（
５
） 

齋
藤
真
麻
理
「
奈
良
絵
本
と
『
徒
然
草
』
│
ジ
ャ
ン
ル
を
往
還
す
る
メ
デ
ィ
ア
」（『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
知
の
往
還
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
）、

「『
大
黒
舞
』
小
考
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要 
文
学
研
究
篇
』
四
七
、
二
〇
二
一
年
三
月
）。

（
６
） 

石
川
透
「
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
蔵
『
子
易
物
語
』
の
印
記
」（『
古
典
資
料
研
究
』
二
〇
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）。

（
７
） 

寛
文
一
〇
年
刊
『
増
補
書
籍
目
録
』
に
「
子
安
物
語
二
冊
」、
元
禄
九
年
刊
『
増
益
書
籍
目
録
大
全
』
に
は
「〈
二
／
山
本
九
〉
子
安
物
語
」
と
あ
る
。

市
古
夏
生
編
『
元
禄
・
正
徳
板
元
別
出
版
書
総
覧
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
参
照
。

（
８
） 

前
掲
注
（
５
）
齋
藤
論
文
「『
大
黒
舞
』
小
考
」
参
照
。
な
お
、
①
の
絵
は
⑦
の
面
貌
表
現
と
は
異
な
る
。

（
９
） 

石
川
透
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻　

中
世
末
か
ら
近
世
前
期
の
文
華
』（
平
凡
社
、
二
〇
二
二
年
）。

（
10
） 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
の
原
本
を
も
と
に
私
に
翻
字
し
、
清
濁
の
区
別
や
句
読
点
を
施
し
、
適
宜
傍
線
を
付
し
た
。
な
お
、
以
下
の
引
用
で
は
読

解
の
便
を
図
り
適
宜
漢
字
を
宛
て
た
。

（
11
） 

『
沙
石
集
』
巻
第
一
│
一
「
太
神
宮
の
御
事
」、
屋
代
本
『
平
家
物
語
』
剣
巻
下
、『
源
平
盛
衰
記
』
剣
巻
、『
塵
滴
問
答
』、
日
本
紀
注
、
古
今
注
、
謡

曲
「
淡
路
」「
逆
鉾
」、
幸
若
舞
曲
「
日
本
記
」
な
ど
多
数
見
え
る
。
伊
藤
聡
「
大
日
本
国
説
│
密
教
化
さ
れ
た
神
国
思
想
」（『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の

研
究
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
参
照
。
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（
12
） 

西
田
正
宏
「「
い
な
お
ほ
せ
鳥
」
考
」（『
文
学
史
研
究
』
三
三
、
一
九
九
二
年
一
二
月
）
な
ど
参
照
。

（
13
） 
先
行
研
究
で
は
、
出
雲
路
修
「
俱
生
の
神　

国
常
立
尊
」（『
文
学
』
八
│
一
、
二
〇
〇
七
年
一
月
）
が
こ
の
点
に
触
れ
る
。

（
14
） 
妙
法
院
史
研
究
会
編
『
妙
法
院
史
料
』
第
六
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）
所
収
。
伊
藤
聡
「
中
世
日
本
紀
二
題
」（『
む
ろ
ま
ち
』
一
、
一
九
九

二
年
一
二
月
）
な
ど
参
照
。
第
三
神
の
豊
斟
渟
尊
の
「
八
面
八
臂
八
足
」
に
よ
っ
て
展
開
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
真
福
寺
蔵
『
大
和
葛

城
宝
山
記
』
で
も
多
面
多
臂
の
始
原
神
を
国
常
立
神
と
解
釈
す
る
。
前
掲
注
（
13
）
出
雲
路
論
文
参
照
。

（
15
） 

原
克
昭
「
異
神
の
系
譜
│
越
境
す
る
神
々
と
日
本
仏
教
の
位
相
│
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
』
五
、
二
〇
一
七
年
一
月
）
な
ど
参
照
。

（
16
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
の
画
像
に
よ
り
私
に
翻
字
し
、
句
読
点
を
付
し
、
近
似
す
る
箇
所
を
太
字
で
示
し
た
。

（
17
） 

前
掲
注
（
１
）
濱
中
論
文
参
照
。
な
お
、『
百
練
抄
』
に
も
多
く
の
写
本
、
版
本
が
伝
存
す
る
が
、
多
く
の
訓
み
を
付
す
『
神
皇
正
統
録
』
諸
本
と
は

や
は
り
性
格
を
異
に
す
る
。

（
18
） 

山
下
哲
郎
「
軍
記
物
語
と
年
代
記
│
『
平
家
物
語
』
と
の
関
連
を
中
心
に
│
」（『
駒
沢
国
文
』
三
五
、
一
九
九
八
年
二
月
）。

（
19
） 

前
掲
注
（
５
）
齋
藤
論
文
「『
大
黒
舞
』
小
考
」
参
照
。

（
20
） 

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
室
町
物
語
集
』
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
所
収
の
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
絵
巻
に
拠
る
。

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
二
〇
二
一
年
度
説
話
文
学
会
一
二
月
例
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
図
像
説
話
と
女
」
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
一
七
世
紀
後
半
の
絵
巻
と
女

性
│
『
子
易
の
本
地
』
を
例
と
し
て
│
」
の
前
半
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ご
教
示
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
Ｂ

系
統
の
分
析
を
中
心
と
す
る
後
半
に
つ
い
て
は
、『
説
話
文
学
研
究
』
第
五
八
号
（
二
〇
二
三
年
七
月
刊
行
予
定
）
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
の
ご
許
可
を
賜
っ
た
所
蔵
者
各
位
、
図
版
掲
載
の
ご
許
可
を
い
た
だ
い
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
る
。

　

な
お
、
本
稿
はJSPS

科
研
費
（
課
題
番
号19K

00313

、20H
01235

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


